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解 答
オ １０ ３１ １０ 津波 ２７０００□１ 問１ 問２ 午前 時 分 秒唄 欝 蔚

① 酸素 イ□２ 唄 欝 蔚

ウ ア ３３□３ 唄 欝 蔚

３ ア，キ イ，カ□４ 唄 欝 蔚

２４ １２ １：２ １６.５□５ 唄 欝 蔚 鰻

エ ウ イ□６ 唄 欝 蔚

エ ５０ ２０ ２.５㎝上がる ０.７㎝上がる□７ 唄 欝 蔚 鰻 姥

解 説
問２ 初期微動をおこす地震波の伝わる速さは毎秒７㎞なので，この観測地点から震源までの距離は２１０㎞□１ 唄

しょ き び どう じ しん しんげん きょ り

（７×３０）になります。また，主要動をおこす地震波の伝わる速さは毎秒３㎞なので，主要動は震源で地震

が発生してから７０秒後（２１０÷３）の午前１０時３１分１０秒から始まったと考えられます。

マ ュードが３（６.８－３.８）大きいので，３０×３０×３０＝２７０００より，地 震 の 規 模 は蔚 グニチ
き ぼ

２７０００倍になります。

影が１時間に移動する角度は，約１５度（３６０÷２４）で，どの場合も等しくなります。□３ 欝
かげ

「日の出 「日の入り」が，太陽の中心が水平線にきたときの時刻を示すと考えた場合，光の屈折などの条蔚 」，
くっせつ

件を考えなければ，昼の時間と夜の時間の長さは等しくなると考えられます。９月２３日の太陽の南中時刻は，

１１時３３分（ ５時２７分＋１７時３９分）÷２）になるので，この日の「日の出」の時刻は，南中時刻の６（

時間前の５時３３分（１１時３３分－６時間）になると考えられます。

花びらをもたない植物は，イチョウ・マツ・シダの３種類です。□４ 唄

葉のすじ（葉 脈 ）が，網の目のように分かれている植物は，アサガオ・アブラナ・ホウセンカ・タンポポ・欝
ようみゃく あみ

サクラ・エンドウ・ツバキ・バラです。このような葉脈をもつ仲間を双子葉類といいます。このうち，花びらが
そう し よう

たがいにくっついている合弁花は，アサガオとタンポポです。
ごうべん か

［実験２］の結果から ［実験１］のア・イの容器では，加えた酸素はすべて使われ，反応しなかった気□５ 唄・欝 ，

体Ａが残っていることがわかります。また，ア・イのどちらも，容器の中に入れた気体Ａの体積と，燃やした後

の容器の中の気体の体積が１２ で等しいことから，燃えた気体Ａとできた二酸化炭素の体積は等しいことがわ鞍

かります。したがって，ウでは，気体Ａ１２ と酸素２４ が過不足なく反応し，１２ の二酸化炭素ができた鞍 鞍 鞍

ことがわかります。

気体Ａの重さ：２４ の酸素の重さ＝４：１６なので，同じ体積の気体Ａと酸素の重さの比は，気体蔚 １２鞍の 鞍

Ａ：酸素＝４÷１２：１６÷２４＝１：２になります。

の気体Ａに，１８ の酸素を加えて燃やすと，気体Ａは，９ ）が燃えて，３ が燃え残鰻 １２鞍 鞍 鞍（１２× 鞍
２４
１８

ります。また，燃えた気体Ａの重さと燃やしたときにできる二酸化炭素の重さの比は，４： ４＋１６－９）＝（

）なので，これがすべて燃えると，１６.５ｇ４：１１になります。９ の気体Ａの重さは６ｇ（８×鞍
１２
９

（６ ）の二酸化炭素ができます。×
４

１１

試験管Ｂは，アルミニウムはくで包まれているため，オオカナダモは呼吸だけを行います。したがって，ＢＴ□６ 蔚

Ｂ溶液中に溶けている二酸化炭素が増えて，溶液は酸性になるので，ＢＴＢ溶液は黄色に変化します。
ようえき と

図２で，物体Ｂにはたらく浮 力 は６０ｇで，物体Ｂの液体中の体積は７５ （６０÷０.８）です。したがっ□７ 欝 安
ふ りょく

て，液体から出ている部分の体積は５０ （５×５×５ー７５）になります。安

図２の状態から１㎝しずんでいるので，物体Ｂにのせたおもりの重さは２０ｇ（２５×１×０.８）になります。蔚

物体Ｃは，固体のときの密度と液体のときの密度が，どちらも油より小さいのでうきます。固体の物体Ｃは，鰻

３００ｇの浮力を受けるので，３００ｇ分の油をおしのけることになります。その油の体積は，２５０ （３００安

÷１.２）になるため，水槽内の液面は５㎝（２５０÷５０）上がります。また，液体の物体Ｃの体積は，３７５
すいそう

（３００÷０.８）になるので，水槽内の液面は７.５㎝（３７５÷５０）上がります。したがって，物体Ｃが安

すべて溶けると，水槽内の液面は２.５㎝（７.５－５）上がります。

物体Ｄは，固体のときの密度と液体のときの密度が，どちらも油より大きいのでしずみます。固体の物体Ｄは，姥

５２５ （８４０÷１.６）の油をおしのけるので，液面は１０.５㎝（５２５÷５０）上がります。また，液体安

の物体Ｄは，５６０ （８４０÷１.５）の油をおしのけるので，液面は１１.２㎝（５６０÷５０）上がります。安

したがって，物体Ｄがすべて溶けると，水槽内の液面は０.７㎝（１１.２－１０.５）上がります。
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